
令和 7年度 東京都小学校体育研究会 

保健領域部会 実証授業  

 

東京都小学校体育研究会 研究主題  

 

「自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習」  

～運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して～  

 

  

授業日   令和７年１２月１日（月）午後１時４５分から 

会  場  連雀学園三鷹市立第六小学校 体育館 

授業者  （学級担任）𠮷田 直崇  （養護教諭）丸田 樹理   

単元名   第３学年 健康な生活「明るい未来へ ドリーム★スター」  

講  師  杉並区教育委員会 杉並区済美教育センター  

指導主事 梅林 伸幸 先生  

※午後１時４０分より、

概要説明を行います。 



 

 

 

 

Ⅰ 東京都小学校体育研究会の研究 

 １ 研究の全体構想図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの現状と課題 社会の背景・要請 

研究発表大会による研究の評価・検証 

学 習 指 導 要 領 

 

 

 
○成果 
 「自ら学び続ける力」を身に付ける「学びのサイクル」を全領域部会が明確にした。 
 子供が学習課題を見いだして学びのサイクルを回していくために、運動や課題との出会い

を重視して手立てを講じた。 
 子供が自ら学びに向かうための教師のかかわり方を具体的に示した。 

○課題 
 子供主体の学習づくりとそれを支える学習環境デザインを示す。 
 全ての子供が自ら学び続けるための教師のかかわり方を明確にする。 
 子供たち一人一人の「学びのサイクル」と「自ら学び続ける力」を身に付けることの関連

性について検証する。 

 

研究の成果と課題（令和６年度）  

 研究主題：自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習 

 

 

【研究の目的】 
自立した学習者としての資質・能力を育てる視点に立ち、子供が仲間と共に学び合いなが

ら、自ら学び続ける力を身に付けることができる、質の高い深い学びを実現する体育学習の
在り方を追究する。 
 

【研究の方針】  
○子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの在り方、学びのサイクルを回せ
ていない子供（飽和・停滞等）への教師のかかわり方、「自ら学び続ける力」の習得状況
の検証等、昨年度の課題に対する考えや改善策について、授業研究を通して明確にする。 

○各領域部会の正副部長が主体的に研究活動を運営すること、領域を超えて議論を深め、協
働的に研究を推進することで、東京都の小学校体育科のさらなる発展を目指す。 

 

令和７年度 研究主題（継続） 

自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習 
― 運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して ―  

研究の目的と方針 

〈基礎研究・調査研究〉 

○学習指導要領や中教審答申等の資料を収集・分析し、共通の知見を得る。 

○子供の現状や課題、教師の実践上の課題等について各種調査を実施してつかむ。 

 
〈夏季合同研究会〉 

分科会では各領域部会と参加者の「双方向コミュニケーション方式」（協議①：日頃の授業づくり

の疑問 協議②：今年度の研究）により、参加者と部会が一緒になって考え、議論する中で、よりよい

体育学習のあり方を追究する。  

 
〈実 践 研 究〉 

実証授業等を実施し、子供の変容や活動状況のデータを基に授業を評価して検証する。また、研

究協力校等における実践研究の報告を受けて検証する。 

 



 

 

 

２ 令和７年度の研究 

（１）研究主題 

  「自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習 

                          ―運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して―」 

（２）研究主題について 

本研究会では、一人一人の子供が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値あ

る存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、一人一人の豊かで幸

せな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、その資質・能力を育成しよ

うと研究を推進してきた。 

昨年度は、「自立した学習者の育成」を学習指導のゴールとして描き、資質・能力を育むことをね

らいとして体育の授業づくりを行うこと、学習の中で運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを

通して「自ら学び続ける力」を身に付けていくこと、仲間と共に学び合うことによって、自分一人で

は達成することができなかった質の高い課題解決につなげることを中心に研究を進めてきた。 

その結果、「自ら学び続ける力」を身に付けるためには、「学びのサイクル」を子供自身が回せる

ようにすること、学習の中で「やってみたい」「できるようになりたい」と感じる運動や課題との出

会いがあること、子供が自ら学んでいくために、教師がかかわることが必要であることが分かってき

た。 

また、子供主体の学習づくりとそれを支える学習環境のデザインを示すことや、全ての子供が自ら

学び続けるための教師のかかわり方を明確化すること、子供たち一人一人の「学びのサイクル」と

「自ら学び続ける力」を身に付けることの関連性ついて検証すること等の課題も見えてきた。 

そこで、今年度も「自立した学習者の育成」を目指し、研究主題を、「自ら学び続ける力を、仲間

と共に身に付けていく体育学習 －運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して－」として研

究を進める。 

（３）研究の方針 

〇 昨年度の研究成果を踏まえ、「自立した学習者」を育てる体育の授業研究を充実させ、子供たち

の「質の高い深い学び」の実現を目指す。 

○ 子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの在り方、学びのサイクルを回せていな

い子供（飽和・停滞）への教師のかかわり方、「自ら学び続ける力」の習得状況の検証等、昨年度

の課題に対する考えや改善策について、授業研究を通して明確にする。 

○ 各領域部会の正副部長が、本研究会の研究を充実・発展させるための手立てを考え、議論するこ

とにより、本研究会の運営に参画し、自分たちの研究に責任をもち、主体的に推進していこうとす

る風土を醸成し、東京都の小学校体育指導の更なる向上を目指す。 
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Ⅱ 保健領域部会の研究 

 

１ 保健領域における研究主題の捉え方  

本領域では、研究主題について以下のように捉えた。 

 

（１） 「自ら学び続ける力」について 

保健の学習で健康の大切さに気付き、課

題を見付ける ➡ 仲間と共に健康課題の

解決方法を得る➡ 自らの健康課題を解決

しようとする➡ 振り返り・学習前と比べ

る ➡ 新たな課題を見付ける…これらの

サイクルを「学びのサイクル」〔図１〕と

し、学びのサイクルを回し続ける力を「自

ら学び続ける力」と考えた。また、学習内

容と生活が歯車のように互いにかかわり合

っているという、本領域の特性を踏まえ、

学習場面と生活場面を往還させながら、自

分の生活において、健康課題に気付き・解

決し、健康を保持増進していこうとする資質・能力を身に付けることができるようにしたい。 

 

（２） 「仲間と共に学ぶ」ことについて 

仲間と共に学ぶことにおいて、本領域では次のようなよさがあり、これらを発揮できるような学習過程

を展開したいと考えた。  

   ＜本領域において仲間と共に学ぶことのよさ＞ 

    ・課題に対して情報や考えを共有し、自分の学習を広めたり、深めたりすることができる。 

    ・仲間と課題解決の方法を見付け、自己の健康課題を解決しようとすることができたという 

自己効力感につながる。 

    ・仲間と得た課題解決方法を活用し、自己の健康課題を解決しようとすることで自己調整を 

する力を身に付けることができる。 

 

  

２ 研究の重点  

 

（１） 子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの在り方 

① 学び方を自己調整する機会の設定 

 課題解決は、個人でもグループでも行う場面を設ける。意図的に教師が設定する場面と、子供自身が

選択できる場面を使い分けて設定する。 

 

② 空間軸としての環境デザイン 

 課題について理解を深める資料は、図書や掲示物を準備し、机上に制限されない空間とする。学び方

については、子供自身が選択・決定できるようにする。 

 

③ 時間軸としての環境デザイン 

 授業時間外でも学びを進めることができるよう、クラウド上に資料を展開したり、振り返り・実践

の場を家庭生活に展開したりする。 

 

     〔図１〕学びのサイクル 
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（２） 学びのサイクルを回せていない子供｟飽和・停滞等｠への教師のかかわり方  

① 事例提示 

 事例をもとにすることで、健康課題が将来起こりうることと捉えて課題に取り組めるようにする。 

② 健康データの提供 

 保健室来室記録や他の教育活動でのワークシートを提示するなどし、自分の生活を振り返られるよう

に工夫する。 

 

（３） 保健領域部としての重点 

① 出会いの工夫 

 第３学年は、保健の学習との出会いの場面として大切にしたい。「保健の授業が楽しい」、「もっと知

りたい」と思えるよう、世界観を演出し、意欲的に学びに向かえるようにする。 

② カリキュラム・マネジメント 

 健康は生涯にわたるもので、人生（生き方）そのものの教育としても行うことを大切にしたい。他教

科等と関連付けて学習を深め、健康が将来の自分にも大切なものであることに気付き、よりよく生活し

ていこうとする素地を育てる。 

 

３ 夏季合同研究会より 

 

（１） 講師からの助言 

① 今年度の研究の重点について 

手立てが豊富にある分、今年度の研究の重点が見えづらい。どこに重点があり、どこを提案

したいのか、明確にしたほうがよい。特に、①授業時間内外での学びの方法の提示、②学級担

任と養護教諭との連携、③ICT 機器の利活用について、伝わるような提案が必要である。 

② 学習状況の見取りについて 

子供たちの実態をつかむことや、学習状況の変容の見取りをしていくにあたっては、新たに

独自のアンケート調査を行うのもよいが、体力調査等、既存の調査の結果も活用していけると

よい。 

 

（２） 参観者からの意見 

① 評価方法について 

評価の見取りが難しい。 

→学習ポートフォリオを活用した評価の見取りを提示できるようにする。 

② 子供の変容の長期的な見取り方について 

毎年、健康診断などでタブレット等を使っての見取り方などを考えていくはどうか。 

③ 授業時数について 

生活と密接にかかわっているため、保健の授業時数だけでは学習内容が網羅できない。普段

の生活・特別活動も含めた学びのサイクルを提案するのはどうか。 

→保健の授業で全部教えなければいけないという考えになっている。学校生活のいろいろな

場面を通して保健の学びにつなげていければよいと考える。カリキュラム・マネジメント

を設定し、保健の授業以外の保健学習と組み合わせて健康について課題解決できるように

考えていく。 
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４ 「自ら学び続ける力」の習得状況の検証 

 

（１） 検証方法と検証内容の一覧 

   本部会では、子供たちの変容を多面的に見取るため、以下の方法で検証を行う〔表１〕。 

〔表１〕検証方法と検証内容の一覧 

 

 

 

 

 

 

 
（２） 検証方法ごとの方向性 

① 行動観察（授業中） 

単元を通して、授業中における発言や態度、他者との関わりの様子から、主に学習への意欲や協働性

の変容を見取っていく。 

 

② 学習カード 

授業後にどのような学びがあったかを記入できる学習カードを使用し、毎時間蓄積させていき、その

記述内容から知識や行動、思考の変容を見取っていく。 

また、1 時間の授業ごとに「学習への取り組み方」、「他者との協働」、「自己の生活との関連」等につ

いて自己評価できるような項目を立て、意欲や協働性の変容についても見取っていく。 

 

③ アンケート調査 

授業前・授業後・授業 1 カ月後の計３回、健康への意識や知識に関するアンケート調査を実施する。

事前と事後での数値の変容を比較し、知識の定着度を中心に見取っていく。なお、実証授業当日の時点

では検証が完了していないため、検証結果の詳細については、２月に実施される研究発表大会で報告す

る予定。 
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５ 学習指導案 

 

（１） 実証授業実施校等 

連雀学園三鷹市立第六小学校 

第３学年４組 児童３０名 

指導者：学級担任 𠮷田 直崇 養護教諭 丸田 樹理 

 

（２） 単元名 健康な生活「明るい未来へ ドリーム★スター」 

 

（３） 単元の目標  

知識及び技能 

健康の状態は、主体の要因や周囲の環境の要因が関わっていること、健康

の保持増進には、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続ける

ことや体の清潔を保つこと、明るさの調節、換気などの生活環境を整える

ことについて、理解することができるようにする。 

思考力，判断力，表現力等 
健康な生活について、課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現す

ることができるようにする。 

学びに向かう力，人間性等 
健康な生活について、健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進

んで取り組むことができるようにする。 

 

（４） 単元の評価規準 

 

（５） 子供の実態 

① 主観的な実態 

本学級の子供は、中休みや昼休みにほぼ全員が校庭に出て遊んでいたり、体育の授業に楽しく取り組んだ

りと運動に触れる機会は多い。また、「いつでもどこでもだれとでも」を合言葉に、友達と協力して学んだ

り、活動したりすることができる。普段の授業では、子供が選択できる場面や、決定できる場面を多く設定

することでより主体的に学ぶことができるようになってきた。「健康」ということに関しては、まだ自分ご

ととして捉えられていないのが実態である。普段の様子から見ていると「睡眠時間」と「スクリーンタイム」

が３年生の健康課題であると考えている。 

 

 

 

知識・技能 

①健康の状態には、気持ちが意欲的であること、元気なこと、具合の悪いところがないことな

どの心や体の調子がよい状態があることや１日の生活の仕方などの主体の要因や身の回りの

環境の要因が関わっていることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。  

②健康の保持増進には、１日の生活の仕方が深く関わっており、１日の生活のリズムに合わせ

て、運動、食事、休養及び睡眠をとることについて、理解したことを言ったり書いたりして

いる。 

③健康の保持増進には、手や足などの清潔、ハンカチや衣服などの清潔を保つことが必要であ

ることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。 

④健康の保持増進には、生活環境が関わっており、部屋の明るさの調節や換気などの生活環境

を整えることが必要であることについて、理解したことを言ったり書いたりしている。 

思考・判断 

・表現 

①健康な生活について、１日の生活の仕方などの主体の要因や身の回りの環境の要因から健康

に関わる課題を見付けている。  

②健康な生活について、運動、食事、休養及び睡眠、体の清潔、明るさの調節や換気などの学

習したことと、自分の生活と比べたり関連付けたりして、１日の生活の仕方や生活環境を整

えるための方法を考えるとともに、健康に過ごすために考えた方法を学習カードなどに書い

たり、発表したりして友達に伝えている。 
主体的に学習に

取り組む態度 
①健康な生活について、課題の解決に向けての話合いや発表などの学習や教科書や資料などを

調べたり、自分の生活を振り返ったりするなどの学習にすすんで取り組もうとしている。 
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② 客観的な実態  

ア 調査概要 

  調査名：「けんこうアンケート」 

  実施日： 令和７年 11 月７日（金）～10 日（月） 

  対象者： 第３学年 118 名 回答者：107 名（有効回答 90.6％） 

  実施方法： Googleforms にて 学級活動の時間に実施 

    設問内容： 資料参照 

 

イ 調査結果と考察 

「けんこうは大切だ」の設問に対しては、93.4％  

の児童が「①とてもそう思う」、「自分はけんこ  

うだ」の設問に対しては、92.4％の子供が「①と 

てもそう思う」「②まあまあそう思う」と回答し 

ている。〔表２〕 

しかし、「①とてもそう思う」の回答のみに着 

目すると、「自分はけんこうだ」の設問に対して 

43.9％と半分以下の回答率となるため、自分に対 

しては自信をもちきれない子供が多いことが分かる。 

 

「けんこうでいるための方法を知っている」の設問では、４

分の３以上で肯定的に回答しており、「①とてもそう思う」

が 29.9％、「②まあまあそう思う」が 48.6％となった。〔表

３〕また、「けんこうは大切だ」の設問で、「①とてもそう

思う」が 93.4％であることを考えると、けんこうは大切だと

思っているが、その方法については、自信をもって「知って

いる」と回答できる子供は少ない傾向にある。 

 

 

      学習内容の理解に関する各設問に対して、正答率は以下の通りである〔表４〕。換気に関する項目

で正答率 96.2％、手洗い・朝食に関する項目でそれぞれ正答率 95.3％であるのに対して、生活の仕

方に関する項目で正答率 78.5％とやや低い傾向にあった。 

 

 

        

                                 

        

        

                 

                     

     

     

         

〔表２〕健康に対する意識 

〔表３〕設問３の回答 

  

   

   

   

   

   

   

   

   

   

    

                                  

         

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

    
 

〔表４〕各設問の正答率 

6 

けんこう大切だ 

 
自分はけんこうだ 

 

「とてもそう思う」 

「まあまあそう思う」 



 

 

 

『「けんこう」ときいて、どんなイメージですか？』の設問に対しては、「元気」「かぜにかか

らない」「病気になりにくい」「毎日楽しくすごせる」など、ポジィティブなイメージが多い傾向

にあった。（以下、回答原文のまま） 

 

元気 ／ 運動ができる ／ よく寝る､よく食べる､よく動く ／ 元気に遊べる 

げんきで明るいイメージ ／ 病気ではない ／ 元気でつらくないこと 

風邪になんない ／ 学校に行ける、友達と遊べる ／ 健康管理を毎日する 

スマイル ／ 長生きができる ／ 緑っぽい元気なこと ／ 元気に生きていること 

 

『ずっと「けんこう」でいつづけると、どんな自分になりそうですか？』の設問に対しては、

「もっと元気になる」「長生きできる」「運動がたくさんできる」「笑顔で過ごせる」など、将来

の自分に対する前向きな期待が見られる。一方で、「もっと元気になる」が回答の半数以上を占め

ており、健康でいることがどのように自分の人生に影響を与えるのかについて、イメージが湧いて

いないことが考えられる。（以下、回答原文のまま） 

 

もっと元気で笑顔になる ／ もっとごはんを食べられて元気な明るい人になれる 

楽しく毎日を送れる ／ 体が丈夫になる ／ 元気に運動ができるようになる 

もっとダンスが上手くなる ／ 学び、教養がある人になる ／ 長生きができる 

 

 

ウ これまでの他教科等での取り組みとその様子  

 

・総合的な学習の時間「カラフード」 

 総合的な学習の時間では大単元として「カラフード（カラフル×フード）」という学習を行って

いる。自分たちの身の回りの「食」について追究していく学習である。1 学期は、自分の好きな食

材、苦手な食材、調べてみたい食材などについて個人で追究してきた。夏休みには、各家庭で実際

に作ったり、食べたりして学びを深めた。調べてきた内容をスライドにまとめて全員で共有した。

今後「実際に学校で作ってみたい」「何かを育てたい」「もっと調べたい」「食品ロスや給食につ

いて追究したい」という子供たちの思いから好きなものを選んで追究していく。食の大切さやバラ

ンスよく食べる大切さは理解しているが、実際に行動に移すことは難しい様子である。 

 

・総合的な学習の時間「明るい未来へ ドリーム★スター」 

総合的な学習の時間として「明るい未来へ ドリーム★スター」という単元を設定した。第１時

に、予測できない未来の中でも「ウェルビーイング」でいるために身近な大人から生き方を学んで

いきたいという課題意識をもった。第２時からは学校長や、保護者、地域の方々から生き方を学ん

できた。楽しく生きるためには「健康」が大切という部分から、保健の学びにもつなげた。 

 

・学級活動「よりよく ねむろう」  

身体計測実施時には毎回、保健指導を取り扱っており、１年生では生活リズム、２年生ではバラ

ンスのよい食事、足元からの健康などについて学習している。３年生９月には、よりよく眠る大切

さについて学び、その後１０日間ほど、睡眠時間や気分を記録する「すいみん日記」に取り組ん

だ。その感想としては、「前よりは早く眠ることができるようになりました。これからは８時に寝

たいです。」「今までは寝る時間がばらばらだったので、寝る時間を決めて寝たいと思いまし

た。」「寝る前に１５分間本を読んでみました。体を動かした日はよく眠れました。これから昼休

みにいっぱい動きたいです。」などがあった。自分の生活リズムを見直したり、保健指導で学んだ

ことを意識したりしている記述が多くみられた。 
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（６） 研究主題を実現させるための手立ての工夫 

① 子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの設定 

子供が主体的に学びに向かうには、教師による学習環境のデザインが大切である。本単元では、子供

が自分で学習資料や学び方を選択する機会がより多くなるように学習環境をデザインした。 

 

ア 学習資料 

机上での学習だけではなく、資料ブースを設け、子供が自由に学習資料を手に取って学ぶことができ

る場を設けた。たくさんの資料を目にしたり、実際に体験したりすることでより学びが深くなると考え

た。また、自分に必要な資料を子供が自ら選択する機会があることで、学びを自己調整していくことが

できるようになると考えた。 

〔学習資料の種類〕 

教科書／タブレット／壁新聞（小学保健ニュース等）／実験器具／図書資料／インタビュー(人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イ 学び方 

健康に過ごすためには「１日の生活のしかた(生活のしかた、体の清潔、衣服の清潔)」「生活環

境(換気、明るさ)」がかかわっている。第１時の学習で、心と体が健康でいるためには、それらの

ことについてより詳しくなりたい、調べていきたいという思いを子供がもてるようにした。そし

て、第２時、第３時で、「生活のしかた」「体の清潔」「衣服の清潔」「換気」「明るさ」の何か

ら学んでいくかを子供が選択できるようにする。 

また、個人で学んだり友達と学んだりするような学び方も、子供が自ら選択できるようにする。 

ワークシートを工夫し、必ず友達と協力して学ぶ機会が生まれるようにする。友達と学ぶことによ

って、自分の言葉で表現したり友達の意見を聞いたりすることで、自分の知識がより定着していく

と考える。 
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「生活のしかた」「体の清潔」「衣服の清潔」「換気」「明るさ」の何から学ぶかを自分で選択できるようにした。 



 

 

 

 

      
 

 

 

 

 

また、第２・３時の最後にはグループで取り組む課題も設ける。グループで今まで学んだ知識を

使い、課題を解決することによってより深い学びにつながると考えた。 

 

                         
 

学校で行う振り返りと家庭で行う振り返りを分けることで、家庭との連携をスムーズにし、学び

を学校だけで終わらせないようにした。 

 

  

ワークシートの前半部分は、基本的には教科書を見たり、

自分で考えたことを書いたりすることで解ける問題になっ

ている。個人で学んでも、友達と学んでも、どちらでもよ

いこととした。 

指定されたブースに行くと、そこで新たな問題が出現する

仕組みになっている。 

ワークシートの後半部分は、同じ調べ学習課題に取り組

んでいる友達と協力して学ぶ問題として設定した。 

次の学びで何をしたいかを子供たちに

聞き、見通しをもてるようにする。 

学校での振り返りと家庭での振り返り

を分けた。個人での振り返りは、家庭

学習で行い、家庭との連携がスムーズ

にできるようにした。 

学んだ知識を使い、グループで課題を

解決する。 
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② 学びのサイクルを回せていない子供《飽和・停滞等》への教師のかかわり方 

 

ア 事例提示 

個人で解決する学習課題において、学習課題が見付けられなかったり、解決方法が見付からなかった

りする子供に対しては、その課題を想起させられるような事例を準備したり、教師が意図的に発問した

りすることによって、学びのサイクルを下図のように回せると考えた。 

 

イ データの提供 

学習課題に対して、子供たちに身近な問題提起やそれに対するデータを用意することにより、より子

供がその学習課題に対して自分事として考えることができると考えた。 

 

〔図２〕単元全体と学習段階の学びのサイクル 

 
 

 

③ 保健学習との出会いの工夫 

   ３年生は保健学習の始まりである。だからこそ子供が「保健の学習が楽しい！」「もっと学びたい！」

と思えるような授業を行っていく。 

保健領域としては「健康でいることの大切さ」を十分に感じ、学びをスタートすることが大切であ

る。今回は、総合的な学習の時間「明るい未来へ ドリーム★スター」とカリキュラム・マネジメント

を行い様々な方々の「夢」や「生き方」から「健康の大切さ」につなげていく。 

また、単元を通して世界観があることで子供が楽しく学びに向かうことができると考えた。今回は、

単元のテーマを学年目標の「スター」とした。学習課題を解決するごとに様々な惑星を旅することがで

きるような形で学びを進めていく。 
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第１時ではクイズやウォークラリー、第２・３時では調べ学習や実験、インタビュー、第４時ではス

ライドを使っての発表などの活動を散りばめることでより楽しく学びを進めることができると考えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

④ カリキュラム・マネジメント 

健康は生涯にわたるもので、人生（生き方）そのものの教育としても行うことを大切にしたい。他教

科等と関連付けて学習を深め、健康が将来の自分にも大切なものであることに気付き、よりよく生活し

ていこうとする素地を育てていきたいと考えている。 

総合的な学習の時間「明るい未来へ ドリーム★スター」では、自分の生き方を考えるキャリア教育

を学びながら、「楽しく生活していく」ためには健康でなくてはならないという思いを保健の学習につ

なげていく。また、普段の保健指導、保健活動も今回の学習に大きくかかわってくる。子供たちがどの

ように健康に関する学習や活動をしているのかを整理し、保健の授業ではどんな資質・能力を身に付け

させるのか棲み分けていく。 
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（７） 学習過程 

＜ 第３学年 保健領域  健康な生活 「明るい未来へ ドリーム★スター」＞  
時 １ ２ ３（本時） ４ 
段

階 
①学習との出会い ②学習課題を見いだす  

③課題解決のために取り組む 

④自分の学習課題を 

見いだす 
子 

供 

の 

姿 

・健康の大切さにつ

いて考えている。  

・健康とは何か？に

ついて考えてい

る。  

・健康でいることが

かけがえのないこ

とだと感じてい

る。 

・自分で選んだ学習課題について、すすんで調べてい

る。  

・調べてきたことを話し合っている。  

・友達との情報交換によって、健康な生活について、

理解を深めている。  

・健康でいるための生活の仕方について、課題解決のた

めの方法を見付けている。 

・自分で調べたこと

を表現して、友達

に伝えている。  

・自分の生活を振り返

り、自分の学習課題

を見いだしている。 

学 

習 

活 

動 

１ 健康とはどんな

状態かについて

考える。  

 

２ 健康でいること

の大切さについ

て考える。 

  

３ 健康でいるため

に必要なことを予

想し、確認する。  

 

４ なぞときミッショ

ン・ウォークラリ

ーに取り組む。 

 

５ 今日の学習を振り

返り、これからの

学習計画を立てる 

１ 前時を振り返り、今日の学習計画を確認する。  

 

 

２ しらべミッションに取り組む。 

健康でいるために必要なことについて、 

自分で選んだ順に調べる。  

① 個人で調べる。 

② 同じ内容を選んだ仲間と調べる。 

※複数回くりかえす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループミッションに取り組む。 

  学習したことを活用し、応用問題に取り組む。 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

１ これまでまとめて

きた内容を他のグ

ループとともに共

有する。 

  

２ 自分の生活を振り

返り、自分の学習

課題を見いだす。 

  

３ 学習課題を解決す

るための方法を考

える。 

  

４ これから健康に過

ごすために続けて

いきたいことをま

とめる。 

  

生活 

かんきょう① 

せいけつ① せいけつ② 

かんきょう② 
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（８） 本時の学習 

①本時のねらい 
   〇健康の保持増進には、１日の生活の仕方、体の清潔、生活環境が関係していることについて理解できる

ようにする。【知識】 

   〇学習したことを活用して、健康に過ごすための方法を考え、表現できるようにする。 

【思考力，判断力，表現力等】 

②本時の展開 

学習活動 

○教師のかかわり  

◎配慮の必要な子供への支援 

□評価（方法） 

本時における 

「自ら学び続けてい

る子供の姿」 

１ 前時を振り返り、今日

の学習計画を確認す

る。 

 

 

○単元の学習テーマを確認する。 

○前時の振り返りをし、本時の学習内容に見通しをも

たせる。 

◎前回のことが思い出せない場合には、ワークシート

を見返すようにする。 

・前時を思い出し

て、今日は何から

始めようか見通し

をもっている。 

 

 

 

 

２ しらべミッションに取

り組む。 

 

  発問：健康でいるため

に、必要なことは何だ

ろう。 

 

 

① 個人で調べる。 

② 同じ内容を選んだ仲 

間と調べる。 

 

※①②を複数回くりか

えす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループミッションに

取り組む。 

 

  発問：先生方の健康課

題を解決できるかな。 

 

 

 

○何に取り組むか…自分で調べたい学習課題を選択で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○どうやって取り組むか…自分で学習方法を選択でき

るようにする。教科書、タブレット端末のほか、図

書資料や掲示資料を用意する。 

○誰と取り組むか…制限は設けず、個人で調べても、

グループで調べても、同学習課題同士で調べてもよ

いこととする。 

◎自分で選択することが難しい場合には、難易度を示

して、容易な方から取り組めるようにする。 

□健康の保持増進には、１日の生活の仕方、体の清

潔、生活環境が関係していることについて理解して

いる。（観察、ワークシート） 

〇全ての学習課題が解決した子供は、自分が追究した

い学習課題をより深く調べるようにする。 

 

〇グループで解決するインタビュー課題を提示する。 

〇取り組み方について説明し、解決したいという意欲

を高めるようにする。 

◎なやんでいる児童には、これまで調べたことを活用

するよう言葉をかける。 

 

 

 

・自分で学習課題と

学習方法を選択し

て調べている。 

 

 

 

 

 

・資料や友達との対

話によって、健康

な生活について、

理 解 を 深 め て い

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学んできた知識を

使い、健康でいる

ために大切なこと

を表現している。 

４ 今日の学習を振り返

り、次時への見通しを

もつ。 

 

 

〇本時で学んだことや気付いたことを振り返らせる。 

〇次時の学習で取り組みたいことについて、見通しを

もてるようにする。 

〇学校で行う振り返りと家庭で行う振り返りを分け、

家庭との連携をスムーズにする。 

□学習したことを活用して、健康に過ごすための方法

を考え、表現している。（観察、ワークシート） 

・今日の学習を振り

返り、次はどんな

ことを知りたいか

考えている。 

 

生活のしかた 清潔①体の清潔 

環境➀ 

かんき 

環境② 

明るさ 
清潔②衣服の清潔 

けんこうでいるために、ひつようなことをしらべよう。 
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（９） 学習資料 

① ワークシート（１）表           ② ワークシート（１）裏 

  
③ ワークシート（２）              ④ ワークシート（３） 
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⑤ ワークシート（４）              ⑥ ワークシート（５） 

  
⑦ ワークシート（６）              ⑧ ワークシート（７） 
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⑨ 板書計画 
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別添資料 



 

 

 

（別添１）カリキュラム・マネジメントのイメージ図 

 
 

 



 

 

 

（別添２）第１時 学習指導案 

 

①本時のねらい 
   〇健康の状態には、主体の要因や周囲の環境の要因がかかわっていることについて、理解できるようにす

る。【知識】 

   ②本時の展開 

学習活動 

○教師のかかわり  

◎配慮の必要な子供への支援 

□評価（方法） 

本時における 

「自ら学び続けてい

る子供の姿」 

１ これまでの学習から、

「健康」について考え

る。  

２ 本時の学習内容を確認

する。  

〇これまでの学びや生活をふりかえって想起させ、こ

れからの学習と結び付けられるようにする。  

〇これからの人生を生きていく上で、「健康」がキー

ワードになることを確認する。   

・この単元ではどん

な こ と を 学 ぼ う

か、見通しをもっ

ている。 

 

 

３ 健康とは、どんな状態

であるかを考える。  

発問：健康だというのは、

どんなじょうたいのこと  

をいうのでしょうか。  

  

①個人で考える。  

②班で話し合い、意見を交

換する。  

③班でまとめた意見を全体

で共有し、整理する。  

  

４ 健康に関係している要

因について考える。  

発問：何をしたら健康に過

ごせるのでしょうか。 

 

５ ふだんの生活の場面

で、健康に関係している

要因を考える。  

・教室に隠された健康クイ

ズに答える。  

 

 

〇健康のイメージについて、ワークシートにウェビン

グマップとしてまとめるよう促す。  

◎個人で考えた内容が、班の話し合いに反映されるよ

うに助言する。  

〇各班の意見を黒板に並べ、「健康」とは、「体の調

子」と「心の調子」がよい状態であることを理解で

きるようにする。  

〇健康は、障害の有無に関わらないことであることに

ついても触れる。  

〇人生そのものにかかわる、かけがえのないものであ

ることを考えらえるようにする。  

 

〇健康で過ごすためにはどんなことをしたらよいか、

考えられるようにする。 

◎具体的な生活場面で心掛けていることなどを、想起

させる。 

 

〇教室内にあらかじめクイズを隠しておき、ミッショ

ン・ウォークラリーに班で取り組めるようにする。 

◎班の仲間と一緒に活動できるよう言葉掛けをする。 

〇健康か、健康ではないか、を判断するために、意識

している生活の仕方について、着目させる。 

〇全体の場で共有しながら、健康には「１日の生活の

仕方」と「身の回りの環境」が関係していることを

理解することができる。  

□知識―①（ワークシート）  

 

 

 

 

 

 

・資料や友達との対

話によって、健康

な生活について、

理 解 を 深 め て い

る。 

 

６ 今日の学習を振り返

り、次時への見通しを

もつ。 

 

〇本時で学んだことや気付いたことを振り返る時間を

とり、全体で共有する。 

〇次時の学習で取り組みたいことについて、意見を聞

き、見通しをもてるようにする。 

〇学校で行う振り返りと家で行う振り返りを分け、家

庭との連携をスムーズにする。 

・今日の学習を振り

返り、次はどんな

ことを知りたいか

考えている。 

けんこうについて、考えよう。 



 

 

 

③ 第１時学習カード（１）表           ④ 第１時学習カード（１）裏 

   
 

⑤ 板書計画 

 
  



 

 

 

（別添３）第２時 学習指導案 

 

①本時のねらい 
   〇健康の保持増進には、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることや体の清潔を保

つこと、明るさの調節、換気などの生活環境を整えることについて、理解できるようにする。【知

識】  

〇健康な生活について、課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現することができるように

する。【思考力，判断力，表現力等】  

 

②本時の展開 

学習活動 

○教師のかかわり  

◎配慮の必要な子供への支援 

□評価（方法） 

本時における 

「自ら学び続けてい

る子供の姿」 

１ 前時を振り返り、今日

の学習計画を確認す

る。 

 

 

○単元の学習テーマを確認する。 

「明るい未来へ ドリーム★スター」 

○前時の振り返りをし、本時の学習内容に見通しをも

つ。 

◎前回のことが思い出せない場合には、ワークシート

を見返すようにする。 

・前時を思い出し

て、今日は何から

始めようか見通し

をもっている。 

 

 

 

 

 

２ しらべミッションに取

り組む。 

健康でいるために、

必要なこと(学習課

題)について自分で選

んだ順に調べる。 

発問：けんこうでいるため

に必要なことを調べよう。 

 

① 個人で調べる。 

② 同じ内容を選んだ仲 

間と調べる。 

 

※複数回くりかえす。 

 

 

 

 

 

３ グループミッションに

取り組む。 

発問：近くの大人に、健康

の秘訣を聞いてみよう。 

 

 

 

○何に取り組むか…自分で調べたい学習課題を選択で

きるようにする。 

 

 

 

 

 

 

○どうやって取り組むか…自分で学習方法を選択でき

るようにする。教科書、タブレット端末のほか、図

書資料や掲示資料を用意する。 

○誰と取り組むか…制限は設けず、個人で調べても、

グループで調べても、同学習課題同士で調べてもよ

いこととする。 

◎自分で選択することが難しい場合には、難易度を示

して、容易な方から取り組めるようにする。 

□知識―②観察、ワークシート 

□思考・判断・表現―①観察、ワークシート 

 

〇班ごとに、近くの大人にインタビューに行くよう促

す。 

◎聞くことをしぼれるように明示しておく。 

 

 

 

 

・自分で学習課題と

学習方法を選択し

て調べている。 

 

 

 

 

 

・資料や友達との対

話によって、健康

な生活について、

理 解 を 深 め て い

る。 

 

 

 

 

 

 

・自分が学習した 

ことを生かして相

手に伝えている。 

４ 今日の学習を振り返

り、次時への見通しを

もつ。 

 

 

〇本時で学んだことや気付いたことを振り返る時間を

とり、全体で共有する。 

〇次時の学習で取り組みたいことについて、意見を聞

き、見通しをもてるようにする。 

〇学校で行う振り返りと家で行う振り返りを分け、家

庭との連携をスムーズにする。 

・今日の学習を振り

返り、次はどんな

ことを知りたいか

考えている。 

 

  

けんこうでいるために、ひつようなことをしらべよう。 

生活のしかた 清潔①体の清潔 

環境➀ 

かんき 

環境② 

明るさ 
清潔②衣服の清潔 



 

 

 

③ 学習カード（１）                ④ 学習カード（２）     

   
 

⑤ 板書計画 

 
  



 

 

 

（別添４）第４時 学習指導案 

 

①本時のねらい 
   〇健康な生活について、健康の大切さに気付き、自己の健康の保持増進に進んで取り組むことができ

るようにする。【学びに向かう力，人間性等】  

②本時の展開 

学習活動 

○教師のかかわり  

◎配慮の必要な子供への支援 

□評価（方法） 

本時における 

「自ら学び続けてい

る子供の姿」 

１ 前時を振り返り、今日

の学習計画を確認す

る。 

 

 

○単元の学習テーマを確認する。 

「明るい未来へ ドリーム★スター」 

○前時の振り返りをし、本時の学習内容に見通しをも

つ。 

◎前回のことが思い出せない場合には、ワークシート

を見返すようにする。 

・前時を思い出し

て、今日は何から

始めようか見通し

をもっている。 

 

 

 

 

 

２ これまで調べたことを

共有する。 

発問：けんこうでいるため

に大切なことはなんでし

ょうか。 

 

 

 

３ 自分の生活をふりかえ

って、これからの生活に

いかしたいことをまとめ

る。 

 

①個人で考える。 

 ②班の人と発表し合う。 

 

 

４ グループミッションに

取り組む。 

発問：ほかの班の人にきい

て、自分の目ひょうをさ

らにみがこう。 

 

 

 

○これまで調べたことを発表し合いながら、確認し、

板書にまとめていく。 

◎どのワークシートを見たらよいか、言葉を掛ける。 

〇プラスで自分の学習課題を追究した子供には、その

内容も発表してもらう。 

〇身の回りの環境については、支えてくれている人た

ちがいることについて想像させ、触れる。 

 

〇これまで調べたことをもとに、生活の中で取り組み

たい、自分の健康目標を立てられるようにする。 

〇自分の生活と照らし合わせて考えられていること

や、より具体的な数値目標を立てていることを価値

付ける。 

◎自分の生活と照らし合わせる材料として、過去の保

健指導のワークシートや、保健室来室記録などの資

料を提供する。 

 

〇班で伝え合う際、よいところを見つけ合えるように

伝える。 

□主体的に学習に取り組む態度―①ワークシート 

 

 

 

 

 

・調べたことを、友

達に伝えたり、表

現 し た り し て い

る。 

 

 

 

 

 

・自分の考えを、友

達に伝えたり、表

現 し た り し て い

る。 

５ 今日の学習を振り返

り、生活へつなげる。 

 

 

〇本時で学んだことや気付いたことを振り返る時間を

とり、全体で共有する。 

〇自分で立てた目標を意識して生活に取り組めるよ

う、課題を提示する。 

〇学校で行う振り返りと家で行う振り返りを分け、家

庭との連携をスムーズにする。 

・これまでの学習を

振り返り、これか

らどんな生活を送

りたいかを考えて

いる。 

  

けんこうについて、まとめよう。 



 

 

 

③ 学習カード（１）             ④ 学習カード（２） 

 

⑤ 学習カード（３）              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

⑥ 家庭学習課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 板書計画 

  



 

 

 

（別添５）アンケート調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 


